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更北地区の世帯数と人口

世帯数 １４,６６４
 人口 ３３,０３２
 男 １６,３８７
 女 １６,６４５
〈長野市〉
世帯数 166,840
 人口 357,416
 男 173,819
 女 183,597
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２回目･３回目の『更公っ子広場』は、県立大学の優しい学生のみ
なさんと “音あそび”をテーマに、歌やリズムに合わせて体を動か
したり、ぷちぷち（緩衝材）の上で跳ねたり寝転ん
だりの楽しいワクワク講座でした！
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〇
お
料
理
教
室
い
か
が
で
す
か

　 

〜
増
や
そ
う
！
お
い
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
！
〜

　

青
木
島
町
の
日
本
料
理
悠

善
の
料
理
長
で
あ
る
丸
山
大

輔
さ
ん
を
講
師
に
十
一
月
、

一
月
、三
月
の
計
三
回
、お
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

材
料
費
一
五
〇
〇
円
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
「
長
野
の
キ
ノ
コ
を
お
い
し
く
！
」

　

十
一
月
十
二
日（
木
）

第
二
回
目
「
新
春
の
お
ご
っ
そ
う
！
」

　

一
月
二
十
一
日（
木
）ま
た
は
二
十
八
日（
木
）

第
三
回
目
「
季
節
の
創
作
料
理
！
」

　

三
月
四
日（
木
）ま
た
は
十
一
日（
木
）

※

第
二
、三
回
目
の
開
催
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ご好評の声！ 二
十
歳
を
迎
え
る
皆
様
を
対
象
と
し
た
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

令
和
九
年
一
月
九
日
（
土
）

◆
会
場　

更
北
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
受
付　

午
後
０
時
三
十
分
開
始

　
　
　
　
（
式
典
は
一
時
開
始
）

◆
対
象　

平
成
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
ご
本
人
ま
た

は
ご
家
族
が
更
北
地
区
生
ま
れ
の
方
、ま
た
は
か
つ
て
在
住
さ

れ
て
い
た
方

◆
申
込　

出
席
希
望
の
方
は
、「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」に
よ
り
、

十
二
月
三
日（
木
）ま
で
に
で
き
る
だ
け
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
公
民

館
の
使
用
申
請
が
で
き
る
新
し
い
予
約

シ
ス
テ
ム
「
ま
ち
か
ぎ
リ
モ
ー
ト
」が

四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・ 

今
ま
で
通
り
の

 
     

紙
申
請
も
Ｏ
Ｋ

 

・ 

新
規
団
体
登
録
お
よ
び
内
容

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
窓

口
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問 

更
北
公
民
館

　 

二
八
四-

二
〇
四
六

1 右のＱＲコード、または更北公民館
ＨＰのＱＲコード、ＵＲＬから申し込
んでください。

2 手続き名を確認し、｢利用者登録せ
ずに申し込む方はこちら」ボタンを
押してください。利用登録済の方は、

「既に利用登録がお済みの方」から
ログインできます。

3 成人式の内容、利用規約等を確認
いただき､｢同意する｣ボタンを押し
てください。

4 連絡が取れる「連絡先メールアドレ
ス」を入力して「完了する」ボタン
を押してください。折り返し申込方
法のご案内のメールが届きますので
手続きを進めてください。

ながの電子申請サービスによる

成人式の申込方法

お申込みはここから！

ス
マ
ホ
で
予
約
！

ま
ち
か
ぎ
リ
モ
ー
ト

· 劇場という名の星座 小川　洋子

· ノスタルジア 島本　理生

· わたしを庇わないで 石田　夏穂

· かぎ針編みのナップサック ブティック社

· きょうもマリネ 坂田　阿希子

· お茶の先生が伝える 北見　宗雅
  季節をめぐる暮らしのたのしみ帖

· 永遠の記憶 東野　圭吾 

ゲキジョウ ナ セイザ

カバ

アバリ

チャ

キセツ

エイエン キオク ヒガシノ ケイゴ

ク チョウ

センセイ ツタ

オガワ ヨウコ

シマモト リ　オ

イシダ カ　ホ

サカタ

キタミ ソウガ

ア　キ　コ

· ねこまたさん 岡本　よしろう

· うつくしい! 川島  小鳥／写真

·アンパンマンをさがせ! 1 やなせ  たかし／原作

カワシマ コトリ

オカモト

新刊のご案内新刊のご案内
～ 一般図書 ～

～ えほん ～

公
民
館
運
営
審
議
会
開
催

（
六
月
二
十
三
日
火
曜
日
）

【
議　
事
】

１　
令
和
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

２　
令
和
八
年
度
運
営
方
針（
案
）に
つ
い
て

３　
令
和
八
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

４　
そ
の
他

　

運
営
審
議
委
員
さ
ん
か
ら
昨
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
る
就
園
前
の
お
子

さ
ん
を
集
め
て
好
評
の
講
座「
更
公
っ

子
広
場
」を
評
価
い
た
だ
い
た
り
、こ

れ
か
ら
の
開
催
講
座
と
し
て
歴
史
講

座
や
経
済
講
座
に
関
す
る
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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市
内
の
体
操
グ
ル
ー
プ
等
で
も
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
人
気
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
吹
矢
で
す
が
、私
た
ち

は
競
技
と
し
て
技
を
磨
く
こ
と
を
メ

イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　

矢
の
先
端
に
あ
る
強
力
な
磁
石
で

鉄
板
上
の
的
を
狙
い
、点
数
を
競
い

ま
す
。従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
長

所
を
取
り
入
れ
、手
軽
に
楽
し
め
る

よ
う
改
良
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

詳
細
は
日
本
マ
グ
ネ
ッ
ト
吹
矢
協

会
の
Ｈ
Ｐ（fukiya-w

orld.com

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

筒
で
矢
を
吹
く
シ
ン
プ
ル
な
動
作

で
す
が
、腹
式
呼
吸
を
使
う
た
め
運

動
量
が
あ
り
、健
康
効
果
を
実
感
す

る
声
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　

休
憩
中
は
話
題
豊
富
な
仲
間
と
の

お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
、シ
ニ
ア

世
代
の
貴
重
な
情
報
交
換
と
憩
い
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。 

ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
開
催
日
時
：
第
一
・
三
火
曜
日

 

午
後
一
時
三
十
分
〜

 

三
時
三
十
分 

■
人
　
　
数
：
八
名（
男
女
ほ
ぼ
同
数
）

　

九
月
十
四
日（
月
）
宮
下
健
司
先
生
に
よ

る
歴
史
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
！
一
茶
の
俳
句
は
ど
の
位
知
っ
て

い
ま
す
か
！
大
学
生
の
皆
さ
ん
な
ら
沢
山

ご
存
じ
で
す
よ
ね
！
ど
ん
ど
ん
挙
げ
て
く

だ
さ
い
！
」

　

宮
下
先
生
の
熱
の
入
っ
た
講
演
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　
一
茶
の
年
譜
を

辿
り
な
が
ら
、一

茶
の
人
間
性
や

俳
句
の
特
徴
な

ど
、【
一
茶
二
百
回

忌
記
念
】の
聴

き
ご
た
え
の
あ

る
講
演
と
な
り

ま
し
た
。

『
上
か
ら
目
線
で
人
や
モ
ノ
を
見
る
こ
と

で
、差
別
感
や
人
権
感
覚
を
欠
い
た
考
え
方

や
発
言
が
生
ま
れ
る
が
、一
茶
は
常
に
下
か

ら
目
線
で
、そ
こ
に
自
分
の
身
や
視
線
を
置

き
な
が
ら
人
や
物
を
見
つ
め
て
い
た
。』

宮
下
先
生
の
言
葉
よ
り
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
講
座

　

第
三
回
目
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。植
物
を
元
気
に
育
て
る
た

め
の
お
手
入
れ
と
、肥
料
と
農
薬
に
つい
て
学
習

し
ま
し
た
。環
境
に
や
さ
し
く
、生
ご
み
を
た
い

肥
化
で
き
る
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
使
い
方
も

学
び
、学
習
室
で
の
講
座
の
後
は
支
所
駐
車
場

の
植
栽
ス
ペ
ー
ス
で
き
れ
い

に
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
を
剪
定

し
ま
し
た
。最
近
し
ば
ら

く
雨
模
様
の
天
気
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、久
し
振
り

の
秋
の
好
天
に
恵
ま
れ
、コ

ス
モ
ス
も
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

〇
操
体
法

〜
身
体
の
ゆ
が
み
や
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
療
法
〜

　

今
年
度
は
募
集
を
二
回
に
分
け
、九
月
九

日
か
ら
後
半
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。前
半

の
最
終
日
に
は
操
体
法
の
講
座
に
参
加
し
た

感
想
を
出
席
し
た
皆
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。講
座
で

学
ん
だ
こ
と
を
家

で
も
実
践
す
る
こ

と
で
、体
が
快
調
に

な
っ
た
と
い
う
体

験
談
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
紹
介

　

更
北
地
区
住
民
自
治
協
議
会
と
の

共
催
で
地
域
の
教
職
員
の
皆
様
や
長

野
南
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
夏
休
み
の

宿
題
を
見
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
こ

ね
つ
け
料
理
や
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
ゴ
マ

作
製
の
児
童
に
分
か
れ
て
、夏
の
半

日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

更
北
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
学
習

活
動
団
体
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。今

年
度
は
、五
月
か
ら
外
の
草
取
り
を

重
点
的
に
行
い
、皆
様
の
お
か
げ
で

大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
ご
足
労
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏
休
み
宿
題
デ
ー
開
催

一
斉
清
掃
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

マ
グ
ネ
ッ
ト
健
康
吹
矢
教
室

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

お
問
い
合
わ
せ
先　
更
北
公
民
館
℡
二
八
四―

二
〇
四
六

日本マグネット
吹矢協会HP

作
新
大
学  

歴
史
講
座

作
新
大
学  

歴
史
講
座

七
月
三
十
日

九
月
三
十
日

九
月
九
日~

募
集
に
つ
い
て

公
開
講
座

資
　
格 

市
内
在
住
で
満
五
十
五
歳
以
上
、

 

四
年
間
通
学
で
き
る
方

講
　
座 

月
一
回
程
度
受
講

会
　
場 

更
北
公
民
館

費
　
用 

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
負
担
あ
り
）

募
　
集 

令
和
九
年
度
入
学
生
　
一
月
中
旬
の
予
定
　

入
　
学 

四
月
中
旬
の
予
定

作
新
大
学
の
ご
案
内

作
新
大
学
の
ご
案
内

作
新
大
学
の
ご
案
内

作
新
大
学
の
ご
案
内

作
新
大
学
で
は
様
々
な
講
座
を
受
講
し
、
仲
間
づ
く
り
に
ク
ラ
ブ
活
動
と
、

皆
さ
ん
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
教
養
あ
る
豊
か
な
第
二
の
人
生
を

送
り
仲
間
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
作
新
大
学
で
共
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！

募
集
方
法
は
今
後
地
区
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

• 

入
場
無
料
で
す
。

• 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

 

事
前
申
込
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

• 

駐
車
場
が
限
ら
れ
る
た
め
、
徒
歩
や
自
転
車
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

 

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時　
令
和
九
年
二
月
十
五
日（
月
）
午
前
九
時
三
十
分

場　
　
所　
更
北
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル　
　

演　
　
題　
『
善
光
寺
地
震
と
真
田
家
文
書
』

講　
　
師　
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所 

学
芸
員

 

降
旗
浩
樹  

先
生

【
一
茶
俳
句
に
歴
史
を
読
む
】

 

　

八
月
五
日
（
水
）
塚
原
成
幸
先
生
に
よ
る

平
和
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
策
紙
芝
居
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

日
本
に
お
い
て
、戦
争
に
対
す
る
国
民
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
製
作
、上
演
さ
れ
ま
し

た
。昭
和
十
五
年
か
ら
二
十
年
の
間
に
最
盛

期
に
は
年
間
七
十
万
部
発
行
さ
れ
た
と
さ

れ
、戦
争
継
続
の
原
動
力
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。先
生
の
卓
越
し
た
話
術
と
紙

芝
居
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、本
来

楽
し
い
世
界
に
誘
わ
れ
る
紙
芝
居
が
戦
争

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
時
代
と
は
言
え
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。戦
争
は
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
、平
和
の
大
切

さ
を
実
感
し
た

時
間
で
し
た
。

作
新
大
学 

平
和
講
座

作
新
大
学 

平
和
講
座

【
紙
芝
居
文
化
の
光
と
影
】

 

〜
国
策
紙
芝
居
と
は
何
か
〜


